
周知・啓発についての考え方（案） 

森林生態系保護地域の区域、及び取り扱い（遵守事項等）について、地元住民や来島者に対し効果的な周知を行う。な
お、海外からの観光客を想定し、外国語版も検討する。 

【周知事項】 
 ①森林生態系保護地域の利用ルールについて 
 ②横断道における難所について 
 ③希少種の保全について 
 

【方法】 
・既設看板の更新、新規説明板の設置 
・関係機関と連携し、チラシ・ポスター・マナーガイド等を作成し、連絡船内やターミナル等で配布する。 
・インターネットによる周知 
 関係機関のＨＰとのリンク等に関しても検討する。 

・保全管理計画策定にあたり地元住民等関係者からヒアリングを実施し、意見の集約を行う。また、保全管理計画策
定後は住民説明会を実施する。 

資料９ 

小笠原には、東京都が運営する「東京都ガイド認定制度」、地
元団体である小笠原ホエールウォッチング協会が運営する「ホ
エールウォッチング・インタープリター認定制度」、母島観光
協会が運営する「母島森林ガイド制度」の3つのガイド制度があ
る。陸域ガイドに対しては、小笠原ホエールウォッチング協会
が受託して「東京都認定講習会」「小笠原村登録ガイドの講習
会」「ガイドのステップアップ研修会」等の講習を行っている。 

・小笠原ガイド制度とガイドへの講習会開催について 

資料：小笠原村民だより（平成19年8月） 



・普及啓発イベントの実施 

小笠原の世界自然遺産としての価値の講演を、普及啓発を図ることを目的として母島と父島にて行った。（平成19年2月） 
川上委員からの鳥類に関する講演では、小笠原諸島に生残する唯一の固有鳥類であるメグロや小笠原の固有亜種であるオガサワラカワラヒ
ワの分布状況等の説明があった。千葉委員からの陸産貝類に関する講演では、小笠原に生息する陸産貝類の多様さ等について、スライド資
料を用いて解説が行われた。 
 

参加者の様子（父島講演会） 視察の様子 

・パンフレットによる普及啓発 ・ホームページによる普及啓発 

資料：環境省 小笠原自然情報センター 
   http://ogasawara-info.jp/ 

 

※西表島におけるローカルルールについては「参考資料６－１」参照 
  入山届の提出については「参考資料６－２」参照 
  他地域の事例（登山者のための屋久島マナーガイド）については「参考資料７」参照 


